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Abstract: This article deals with a geolinguistic analysis of two words, ‘meal’ and ‘eat’, 
and an expression ‘eat meal’ in Yunnan Tibetan (Khams). In Literary Tibetan, the verb za 
‘eat’ generally takes a cognate object za ma ‘meal’. However, in Yunnan Tibetan, the 
phenomenon of the cognate object is not pervasive. The linguistic map for ‘meal’ shows 
that all the varieties use zan, with the exception of a single variety, Daan, which uses za 

ma. The linguistic map for ‘eat’ displays that there are two roots, za (literally ‘eat’) 
and ’cha’ (literally ‘chew’), exhibiting a continuous distribution: east (’cha’) and west (za). 
Consequently, the linguistic map for ‘eat meal’ almost follows the distribution of the word 
form for ‘eat’. The word form for ‘eat’ is related to the dialect classification in most cases. 
The word form corresponding to za is principally used in the sDerong-nJol group, whereas 
that corresponding to ’cha’ is principally used in the Sems-kyi-nyila and Chaphreng groups. 
From this perspective, it is noteworthy that the sPomtserag dialect (sDerong-nJol) 
uses ’cha’, and that the Melung dialect (Sems-kyi-nyila) uses za. The article gives an 
interpretation on the case of the sPomtserag dialect, which genetically belongs to the 
sDerong-nJol group but has received a strong influence from varieties of the Sems-kyi-
nyila group.∗ 
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1. はじめに 

本稿では、雲南省に分布するカムチベット語の「ごはんを食べる」という表

現を地理言語学的に分析する。具体的には、「ごはん」と「食べる」という２

つの語とそれを組み合わせて表される「ごはんを食べる」という表現について、

計３枚の言語地図を作成し、その分布について考察する。 
チベット系諸言語において、「ごはんを食べる」という表現で広く認められ

る表現は、(1)のようである1。 
 

 (1) za ma za  
  ごはん 食べる  
  ごはんを食べる 
 

(1)の「ごはん」の形式の第１音節 za は、動詞 za「食べる」と共通し、接尾

辞 ma を伴い名詞へと派生したものと考えられる。このため、構造的には同族

目的語2を伴う表現となる。しかし、「ごはんを食べる」という表現について

は、同族目的語を取ることが義務的ではなく、たとえばラサのチベット語では、

(2)のような表現が日常的である。 
 

 (2) kha lag za  
  ごはん 食べる  
  ごはんを食べる 
 
さらに、これに相当する敬語表現もあり、「ごはん」も「食べる」も異なる

語形を用いる。「ごはん」に相当する語には、ほかにも lto「食べ物（特に炊い

た米）」が認められる。「ごはんを食べる」という表現は、「ごはんを食べた

か？」という形式で、一種のあいさつ語として機能している。 
本稿では雲南省で話されるカムチベット語（以下、簡略化して「雲南チベッ

ト語」と呼ぶ）を対象にするため、(2)のような表現は認められない。ただし、

「ごはん」も「食べる」も複数の語形式が用いられ、それは必ずしもこれまで

に報告されている方言区分（たとえば Suzuki 2018；付録参照）とは一致しな

                                                        
1 本文中で言及する語形は、特に発音を示す意図があるときを除いて、対応するチベット文語形式のローマ

字翻字（de Nebesky-Wojkowitz 1956）で表す。また、例文においては、絶対格や意思など表すゼロ形態にお

ける語釈は行わない。 
2 直訳では、「食べ物を食べる」というようになる。チベット系諸言語では、ほかにもrtsed mo rtse「遊ぶ（直

訳：遊びを遊ぶ）」やrmi lam rmi「夢を見る（直訳：夢を夢見る）」など、いくつか見られる(Tournadre & 
Suzuki 2021)。 
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い。このことから、語形式と方言所属の間に何らかの関連を認めることが可能

であるか否か、言語地図を作成しつつ検討を進めていくことにする。 
 

2. 語形式と言語地図 

本節では、雲南チベット語諸方言における「ごはん3」、「食べる」、「ごは

んを食べる」について、それぞれ形式を記述し、ArcGIS online を用いて言語地

図を作成し、地理的分布について考察を加える。 

2.1. 「ごはん」 

雲南チベット語諸方言には、次の２種類の文語形式に対応する語が「ごはん」

の意味で用いられる。 
・zan 
・za ma 
いずれも、動詞 za「食べる」から派生したものである4。両者は同一方言に

おいて混在しないと考えられるが、商業地や職場など異なる地域の出身者と頻

繁に交流がある状況においては、２つとも口語形式として現れる。しかしなが

ら、方言形式としては、図１が示すように、ほぼ zan の対応形式が認められる。 
一方で、zan の対応形式が「ごはん」全般を指す総称であるのに対し、za ma

の対応形式が「夕飯」という限定された意味で用いられる地点もある。これに

ついては、本稿では取り上げない。 
雲南チベット語諸方言では、zan の対応形式が広く使用される（図１）が、

その音形式はさまざまである。初頭子音の形式を見ると、/s/がもっとも多くの

地点で使用され、少数派に/ɕ/や/ɬ/が認められる。/ɕ/は、たとえば Myigzur（尼

汝）方言で/´ɕẽ/という形式で現れる。初頭子音が、後続母音/e/の性質によって

前部硬口蓋音に変化したと考える5。/ɬ/は、たとえば mBalhag（巴拉）方言で/´ɬẽ/
という形式で現れる。この方言では、初頭子音字を表すチベット文字 s, z に対

して/ɬ/が規則的に対応する（Suzuki 2013）ため、同形式は zan の音対応として

成立する。 

                                                        
3 本節で検討する語義の「ごはん」は「調理された食べ物」の総称とし、米飯に限らない。 
4 文語では、za maとzanは「ごはん」を表すほか、後者は特に「ツァンバ（麦こがし）をこねたもの」とい

う、特定の食べ物を表す（張怡蓀 編1985:2451）。ただし、雲南のチベット文化圏の言語状況を反映してい

る可能性のあるDTLF (1899:867)は、zanについて「東チベットでは動物のために用いられ、他の地域では人

間のためにも用いられる」と記述している。この記述は少なくとも現在の雲南チベット語とは一致しない。 
5 この音変化の類型については、鈴木(2018)を参照。 
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凡例：N=文語zan対応形式；M=文語za ma対応形式 

図1：「ごはん」の語形式 

 
図１が示すように、za ma の対応形式を用いる地点は、南東端の１地点（大

安）のみである。この方言は、所属が Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群維西

塔城下位方言群であるが、その話者の来歴は現在のチベット自治区昌都市芒康

県にあたる地域（本地図外の北西部に接続する地域）であるという（鈴木 2016）。
芒康県のカムチベット語では、「ごはん」に za ma の対応形式を用いる地点が

多い6。しかし、両者に直接の関係があるとは判断できない。というのも、za ma

                                                        
6 筆者のフィールドノートによる。 
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という形式がチベット系諸言語において広範に分布しているからである。共通

する語彙形式の使用が、共通の改新に由来するとは言えないのである。 

2.2. 「食べる」 

雲南チベット語諸方言には、次の２種類の文語形式に対応する語が「食べる」

の意味で用いられる7。 
・za 
・’cha’ 
動詞 za は文語や多くのチベット系言語において「食べる」の語義で用いら

れる。動詞’cha’は文語では「噛む」の意味で用いられる。雲南以外でも、この

形式を「食べる」の意味で用いる言語が、限定的ではあるが、存在する8。両者

のうち、’cha’の対応形式には、初頭子音に複数の音形式が認められる。分布地

点数の観点から見れば、そり舌破擦音/nʈʂh/に対応するものが最も多く、次いで

前部硬口蓋破擦音/ntɕh/、硬口蓋閉鎖音/nch/に対応する地点が続く。これらはす

べて当該地点における通常の音対応として理解でき、各地点で例外的な音対応

を示しているものは、現時点では未確認である。 
図２が示すように、za の対応形式と’cha’の対応形式を用いる地点は、金沙

江（図２上の Yangtze）沿岸を基準に東西に分かれる。また、分布に飛び地が

なく、それぞれの分布範囲に地理的な連続性を認めることができる。注目すべ

きは、この分布と方言区分が一致しない点である。雲南チベット語諸方言の分

類については、Suzuki (2018)に最新の見解があるが、基本的に’cha’の対応形式

は Sems-kyi-nyila 方言群に属する諸方言が用いるものと考えられる。 
この点から考えると、特に２つの地点について注意が必要である。１つは、

図２中部の sPomtserag（奔子欄）方言（図２上の Benzilan 一帯）が’cha’の対応

形式を用いるが、方言区分としては sDerong-nJol（得榮徳欽）方言群に属する。

奔子欄の西は険しい山脈（白芒雪山；雲嶺山脈の一部）があり、交通路が通じ

てはいるものの、往時の往来が頻繁であったとはいえない。奔子欄は「茶馬古

道」の要衝であったとされるが、その交通路は金沙江に沿って南北に通じてい

た。言語圏として見ると、奔子欄は Sems-kyi-nyila 方言群の分布域からの影響

を長く受けてきたと見られる。このことが sPomtserag 方言に影響を与えたこ

とを考えることは不可能ではない。 
もう１つは、図２中央南部の維西県（図２上の Weixi 周辺）で、２つの語形

式が接するように分布する地域（塔城鎮）である。同地域において、za の対応

形式も’cha’の対応形式も Sems-kyi-nyila 方言群に属する方言になるが、前者が

                                                        
7 「食べる」については、Suzuki (2018:94)で取り上げた。本稿図２では、その発表以降に調査した方言資料

も含めて地図化する。 
8 たとえば、阿壩州の松潘県で話されるヒャルチベット語など（鈴木2007, 2009）。 
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Melung（維西塔城）下位方言群に属し、後者が東部雲嶺山脈下位方言群に属す

る。この両者は音体系に非常に大きな異なりがあるが、チベット文語形式との

音対応を見れば、歴史的に関連づけることができる。 
 
 

 
凡例：Z=文語za対応形式；C=文語’cha’対応形式 

図2：「食べる」の語形式 

 
Melung 下位方言群の諸方言は za の対応形式を用いるが、例外として、大安

方言（図２南東端）がある。2.1 でも述べたように、大安方言話者の祖先の来

歴は本地図外の北西にあたる地域からの移民であり、za の対応形式を用いる
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方言群の地域に本来の言語域があったと考えられるが、この背景とは異なっ

て、’cha’の対応形式を用いる。これに説明を与えられる背景は、現段階では見

いだせていない。 

2.3. まとめ：「ごはんを食べる」の言語地図 

先に検討した「ごはん」と「食べる」を組み合わせによる「ごはんを食べる」

という表現（例文(1)を参照）を１枚の言語地図で表したものが、図３となる。 
 

 
凡例：NC=文語zan ’cha’対応形式；NZ=文語zan za対応形式；MC=文語za ma ’cha’対応形式 

図3：「ごはんを食べる」の言語地図 
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図３が示すように、雲南チベット語諸方言については、「ごはんを食べる」

というのが同族目的語をとる表現になるのは、ほぼ西半分の地域で用いられる

方言に限られる。図３は分布上ほぼ図２と変わらないが、動詞の形態をテーマ

にしている（図２）か動詞と目的語の関係をテーマにしているか（図３）とい

う異なりは、地図作成上の観点では区別がある。また、’cha’の対応形式からそ

の名詞が派生していない、すなわち新たな同族目的語を生み出していないこと

も注目に値する。 
 

3. まとめ 

本稿では、雲南チベット語諸方言における「ごはんを食べる」という表現と、

それを構成する名詞「ごはん」と動詞「食べる」を地図化し、その分布につい

て分析した。 
文語形式 za ma za「ごはんを食べる」に対応する形式は、雲南チベット語諸

方言では認められず、また、これと類似する zan za「ごはんを食べる」という

表現が半数を占めることが明らかとなった。一方、建塘鎮を中心とする地域で、

Sems-kyi Nyila 方言群および Chaphreng 方言群に属する諸方言では、zan ’cha’

「ごはんを食べる（逐語訳：ごはんを噛む）」が用いられることが分かる。 
また、方言区分と語形式にずれが認められる地域として、奔子欄と維西塔城

に注目し、現象を説明したのち、前者については言語圏と方言分類が交錯する

背景について解説を加えた。 

付録 

Suzuki (2018:13-14)による雲南チベット語の分類を以下に掲げる。 

1. Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群 

a. rGyalthang（建塘） 

b. East Yunling Mountain（雲嶺山脈東部） 

c. Melung（維西塔城） 

d. dNgo（翁上） 

e. Lamdo（浪都） 
2. sDerong-nJol（得榮德欽）方言群 

a. West Yunling Mountain（雲嶺山脈西部） 

b. sPomtserag（奔子欄） 

c. gYagrwa（羊拉） 
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d. Bodgrong（丙中洛） 

e. mBalhag（巴拉） 
3. Chaphreng Tibetan（郷城）方言群 

a. gTormarong（東旺） 
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